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     全国星空継続観察（スターウォッチング・ネットワーク） 
 平成 1７年度夏期観察の実施及び平成 1６年度冬期観察の結果について 

（お知らせ） 
                                        平 成 １ ７ 年 ７ 月 ２ ５ 日 （ 月 ） 
                                        環境省環境管理局大気環境課大気生活環境室 
                                        室  長：瀬川 俊郎（内線 6540） 
                                        室長補佐：波多野 実（内線 6541） 
                                        担  当：白井 一成（内線 6544） 
                                                 
    

全国星空継続観察（スターウォッチング・ネットワーク）は、全国各地で一

斉に、肉眼や双眼鏡を使った身近な方法によって星空観察を行うものです。参

加者に光害や大気汚染などのない清澄な大気への関心を高めてもらうことを

目的に、昭和６３年（１９８８年）から、毎年２回（夏期及び冬期）実施して

いる事業です。 
環境省では、本事業を通じて清らかな大気の大切さを広くアピールするとと

もに、本調査結果を参考にしつつ、上空への漏れ光が少ない照明器具や明るす

ぎない照明を普及するなど、良好な屋外照明環境の形成、ひいては、温暖化の

防止や地域の大気汚染の改善に向けて、より一層の施策の推進を図っていくこ

ととしています。 
 
  １．平成１７年度夏期観察の実施 

    平成１７年度夏期観察は、平成１７年７月２７日（水）から８月９日（火）

までを観察期間として実施します。参加方法等についての詳細に関する問い合

わせは、各都道府県・政令指定都市・中核市の大気環境行政担当部局へ。 
環境省子どものページ（スターウォッチング・ネットワーク）にも掲載して

います。 
URL：http://www.env.go.jp/kids/star.html 

   

  ２．平成１６年度冬期観察の結果（平成１７年１月１日～１月１４日実施） 
(1)参加団体は４４都道府県の３５９団体、参加人数は延べ３，７８８人。 

   (2)人工光の多い大都市ほど夜空が明るく、星が見えにくくなりますが、２０

年間に近い長期の経年変化からは、星の見え方は変化がないか、見えにくく

なってきている傾向を読みとれます。 
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１ 平成１７年度夏期観察の実施 
 
（１）観察期間：平成１７年７月２７日（水）から８月９日（火）まで 
        （参加者は、この期間中に１日以上観察する） 
         
（２）観察方法：①肉眼による観察 

高度の異なる天の川の３部分（白鳥座付近、たて座付近、いて座付近）

を観察する。 
②双眼鏡による観察 

こと座のおりひめ星（ベガ）を含む三角形付近の星について、何等級

の星まで見えたかを観察する。 
        ③星空の写真撮影 

  一眼レフカメラを使用し、天頂部分の夜空をリバーサルフィルム（ス

ライド用フィルム）に撮影する。 
          
（３）参加方法：都道府県・政令指定都市・中核市の大気環境行政担当部局へ参加申込みを

行い、「平成１７年度夏期全国星空観察実施の手引き」に基づき観察を実施

し、その結果を大気環境行政担当部局まで報告する。 
 
（４）定点観察：別途依頼している全国２４地点の定点観察地においての観察。 
         一般参加団体による写真撮影の方法（上記の(２) ③）と同様の方法で行

い、引き続き夜空の明るさを測定する。 
        ※今期より国立天文台（東京都三鷹市）が参加するため１地点増加した。 
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２ 平成１６年度冬期観察の結果概要 
 
（１）観察期間：平成１７年１月１日～１月１４日 （１日以上観察） 

 

（２）参加団体・参加者数：全国から５４７団体の参加申込があったが、天候不順等の影響

により３５９団体（３９２地点）が観察を実施した。観察の延べ

参加者数は３，７８８人であった。（昨年度冬期は３４６団体、

延べ３，４９１人が参加。）（図１） 
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図１ 実施参加団体数の推移 

（３）観察結果 
① 肉眼による天の川の観察 

 肉眼で「天の川」の高度の異なる部分（ペルセウス座付近［高々度］、ふたご座付近

［中高度］、いっかくじゅう座付近［低高度］）の見え方を観察した。（図２） 
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図２ 肉眼による天の川観察（冬期） 
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星座の高度に応じて見え方に違いがあり、高度が低いほど「夜空が明るくて天の川が

見えない」という回答の割合が高くなったことから、地上に近いほど人工光の影響を受

けていることが確認できる。 
 
  ②双眼鏡による観察結果 
   双眼鏡を用い、すばる（プレアデス星団）のラケットの中の星を対象に観察し、「平均

観察等級」（何等級の星まで見えたのかの平均）を都市規模別にまとめた。（図３） 
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図３ 都市規模別に見た「平均観察等級」の推移（冬期） 

                                                        巨大都市 人口 100 万人以上 
                             大都市  人口 30 万人～100 万人未満 
                             中都市  人口 10 万人～30 万人未満 
                             小都市  人口 10 万人未満 

 
※星の等級について 
 天体を地上で観測した時のみかけの明るさを表した数字。その星自体の明るさを表す絶対等級と区別

して、みかけの等級ともいう。等級は数字が１減るごとに約２．５倍明るくなる。図３においては、数

字が大きいほど暗い星まで見えることになる。 
  

 規模の大きな都市ほど明るい星しか見えず、星が見えにくいという結果となってい

る。 
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③カラースライド写真から求めた「夜空の明るさ」 
ア．一般参加団体による写真撮影結果 
平成１３年度まで行っていた一般参加団体による天頂付近の夜空のカラースライ

ド写真撮影を平成１６年度より再開し、その結果をまとめた。（表１、２） 
 

※mag／□”（マグニチュードパー平方秒角） 
 夜空の明るさを示す単位で値が大きいほど夜空が暗く、星が見えやすいことを示す。 
天空の写真をスライドにしてスライド上で星が存在しない部分の明るさ（mag）を単位平方秒角あたり

（□”）で示したもの。 

 
表１ 都市規模別に見た「夜空の明るさ」（平成１６年度冬期） 

都市規模 観察数 平均値（mag/□″）

巨大都市 7 18.5  

大都市 20 19.6  

中都市 30 18.9  

小都市 60 20.9  

全体 117 19.9  

 
表２ 観察地点の周囲の土地利用状況別に見た「夜空の明るさ」（平成１６年度冬期） 

周辺状況 観察数 平均値（mag/□″）

商業地域 17 18.1  

工場地帯 1 17.7  

住宅地 36 19.2  

農業地域 27 20.4  

森林・山間地 27 21.4  

その他 9 20.0  

全体 117 19.9  
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イ．定点観察地（２３地点）における写真撮影結果 
全国２３地点の定点観察地で、実施した結果をまとめた。（図４） 
 

図４　同一観察地点での夜空の明るさの推移（冬期）
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 スライド撮影による明るさ判定は第３者が客観的に行うので、前記の肉眼や双眼鏡によ

る観察と比べると観察者による差が出にくく、また、観察場所の移動がない分、経年的変

動データとしての信頼度は高くなる。 
 

なお、次ページに全国の定点観測の結果を示す。 
 



(財)星のふるさと
「星の文化館」星野村<4>

22.3mag/□″

伊万里市
伊万里市<4>
22.2mag/□″

作新学院高等部天文部
南那須町<4>
20.7mag/□″

平塚市博物館
平塚市<3>
17.3mag/□″

星の村天文台
滝根町<4>
22.4mag/□″

さじアストロパーク･
佐治天文台
佐治村<4>
22.4mag/□″

岩槻市環境保全課
岩槻市<3>
17.6mag/□″

なかのZEROﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ
中野区<2>
15.0mag/□″

札幌市天文台
札幌市＜1＞
14.3 mag/□″

仙台市天文台
仙台市<1>
（天候不順のため中止）

広島市立こども文化科学館
広島市<1>

（天候不順のため中止）

大阪市立科学館
大阪市<1>

15.1mag/□″

富山市天文台
富山市<2>
（天候不順のため中止）

波照間島星空観測タワー
竹富町<4>
（天候不順により中止）

りくべつ地球科学館
陸別町<4>
22.5mag/□″

大佐町
大佐町<4>
（天候不順のため中止）

佐川星を見る会
佐川町<3>
22.3mag/□″

香川県立五色台
少年自然の家
高松市<2>
（天候不順のため中止）

高崎星を見る会
高崎町<4>
22.2mag/□″

兵庫県立西はりま天文台
佐用町<4>
（天候不順のため中止）

名古屋市科学館
名古屋市<1>
15.3mag/□″

東栄町
東栄町<4>
22.9mag/□″

浜松市
浜松市<2>
19.7mag/□″

星空の写真撮影の結果

・団体名
・市区町村<都市規模>
・観察結果

<都市規模>

定点観察地

1

2

3

4

巨大都市

　大都市

　中都市

　小都市

巨大都市 100万人以上100万人以上

　30万人以上

10万人以上

　10万人未満


